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ごあいさつ

　1973年にセブン-イレブンを創業した当初から、

私どもは「誠実な企業であること」を目指して経営

を進めてまいりました。近年、改めて「企業はどうあ

るべきか」ということについて考察する機会が増え

ております。

　企業の持続的な成長・発展には、地域社会や個

人との関わりが密接なものになっており、環境を巡

るさまざまな問題につきましても、企業には透明性

のある説明責任が求められております。

　2005年9月に（株）セブン＆アイ・ホールディング

スを設立しましたのも、コーポレート・ガバナンスの

強化と企業価値の向上を図り、グループ内の協力体

制を緊密化して、国内外の社会の変化に対応した

経営を進めるためであります。

　今後においても、事業活動に伴うさまざまなリス

クを把握しマネジメントするとともに、責任体制を

明確にした、基本に立ち返る自浄作用の働く組織と

して、体制を強化していくことが必要と考えており

ます。

　企業は社会から一層厳しい目で見られておりま

す。皆さまに信頼される企業であり続けるために、グ

ループ全社員とともに全力で取り組んでまいります。

　今後も皆さまのご指導・ご支援をお願い申し上げ

ます。

報 告 書 概 要

◎対象範囲
（株）セブン-イレブン・ジャパン（単体）と、加盟店の事業
活動を中心に作成しています。ただし、コンビニエンスス
トア事業における環境負荷が「製造-配送-販売-消費」
の各場面で発生することから、お取引先にご協力いただ
いている対策についても、あわせて報告しています。

◎対象期間
2004年度
（2004年3月1日～2005年2月28日までの1年間）
※2004年度のデータについては年度表記をしていませ
ん。また、2005年3月以降の事項で重要と思われる内
容はあわせて記載しています。

◎参考にしているガイドライン
環境省「環境報告書ガイドライン（2003年度版）」
GRI「サステナビリティ リポーティング ガイドライン 2002」
※GRI＝Global Reporting Initiativeの略。
1997年に設立された団体で、全世界で適用可能な「持続可
能性報告のガイドライン」を策定し、その普及に取り組んでい
ます。

◎表現について
本報告書では「セブン-イレブン・ジャパン」と「セブン-イレ
ブン」の二通りの表現を用いています。「セブン-イレブン・
ジャパン」は当社単体（本部・直営店）の範囲に関する記載
であり、「セブン-イレブン」は加盟店を含めたチェーンとして
の範囲の記載として使い分けていますので、ご注意ください。

◎発行
2005年10月

本 報 告 書 に つ い て

セブン-イレブン・ジャパンでは、2000年よ

りコンビニエンスストア事業に関わる環境対

策について「環境報告書」を発行し、2003

年度から社会的な側面を含めた「社会・環境

報告書」として報告を行っています。

セブン-イレブンの営業活動は、各加盟店や

お取引先など多数の関係者を通じて行われ

ています。こうした点をふまえ、本報告書は

製造から消費に関わるそれぞれの分野の基

本的な考え方をもとに、関連する取り組みに

ついて記載しました。

本紙にはアンケートを添付しております。

ご覧いただき、ご意見・ご感想などをお寄せ

いただければ幸いです。
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　東京都江東区豊洲に1号店をオープンしてから、

おかげさまで、セブン-イレブンは10,000店を超える

までに成長を遂げてまいりました。

　それとともに、社会においてセブン-イレブンが果

たすべき役割も広がりを見せております。私どもの

目指す「地域における一番店」ということについて

も、経済的な面と同時に、社会性や環境配慮を包括

した、地域共同体にとっての生活基盤として、ある

べき姿を追求する意味合いが強くなっております。

　セブン-イレブンにおける「企業の社会的責任」

とは、「製造－配送－販売－消費」の各事業場面

において意識されるものでなければならず、加盟店

をはじめ、メーカー・共同配送センターなど、戦略

同盟として理念を共有してきた各事業者との連携に

おいて対策を進めることが、フランチャイズ本部の責

務であると認識しております。

　また、それぞれの場面に携わる社員一人ひとりに対

して環境への配慮を啓発し、現状における課題を含

めた情報の共有化を内外に推進することが、事業の持

続可能な発展につながるものと考えています。

　高度な情報化が進み、企業のリスクマネジメントに

ついて、メディアによる報道が頻繁になされている昨今

においては、高い透明性を持って、社会からの要請に

対して誠実に応える姿勢が、企業に強く求められてい

ます。この社会・環境報告書を通じて、私どもの取り組

みについて皆さまのご理解をいただければ幸いです。

　今後も皆さまのご指導・ご支援をお願い申し上げます。

代表取締役会長　
最高経営責任者（CEO）

代表取締役社長　
最高執行責任者（COO）
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